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継続して実施する必要がある。さらに「今後の腎疾患対策のあり方」報告書（腎疾患対策検

討会 平成 20 年 3 月）に基づき、CKD 重症化予防対策を効率的・効果的に推進するため、

腎機能異常の早期発見、早期治療、重症化予防のための診断法及び治療法の開発を行い、CKD 

の診療水準を向上させるとともに、CKD の発症原因は、年齢、高血圧、糖尿病、慢性糸球体

腎炎や薬剤等さまざまであることから、原因毎の病態を解明し、それぞれの病態に応じた、

効果的な治療法開発を目指し、CKD の発症予防、進展の阻止につなげるための研究が必要で

ある。 

 

(2)研究事業の効率性 

【循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業】 

生活習慣病対策は、病気に対する治療法の開発のみならず、予防の観点や運動指導・栄養

指導といったアプローチも重要なことから、省内関係部局や各分野の専門家で構成される評

価委員から広く意見を聴取し、また国立高度医療センターや国立健康・栄養研究所等ともに

連携して研究事業を効率的に推進している。また研究事業の評価にあたっても、糖尿病、循

環器疾患、疫学、栄養学などそれぞれの分野の専門の委員を含めた評価委員会を開催し、多

角的な視点から評価を行うことにより効率的な研究事業の推進を図っている。 

【免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業】 

免疫・アレルギー疾患の病態は十分に解明されたとはいえず、完全な予防法や根治的な治

療法が確立されていない。研究事業を効率的に進めるために、免疫アレルギー疾患を適切に

管理する方法の開発を当面達成すべき目標にし、自己管理方法や生活環境整備に関する研究

を推進する。特に、免疫性疾患に関する研究成果については、難治性疾患克服研究事業等の

研究に応用を図るなど、事業間の連携を進め効率化を図っている。 

移植医療については、移植専門医のみならず幅広い分野の専門家・団体等が関係するが、

研究を行うにあたっては、関係する各団体から幅広く研究者の参加を得て班を構成するなど

効率的に進めている。難治性疾患克服研究事業の成果を応用するとともに、本研究の成果は

移植医療の成績向上、患者の QOL 向上や社会復帰に結びつくものと期待される。 

【難治性疾患克服研究事業】 

本研究の成果は、難治性疾患の治療成績の向上や、それに伴って患者の社会参加の可能性

を示すものであり、大きな効果を示す可能性があるものと考えられる。また、研究班を構成

する研究者から幅広い情報、患者の臨床データが収集されており、免疫アレルギー疾患等予

防・治療研究事業等の研究との連携や難病患者の生体試料等収集に関する研究については一

元的に研究の進行管理を行うなど効率的に研究を推進している。 

【腎疾患対策研究事業】 

国民の健康に重大な影響を及ぼしている腎疾患対策を行うことにより、透析導入患者数が

減少することが期待される。また、CKD の進行は、脳卒中、心筋梗塞等の心血管疾患のリス

クを高めており、本研究の成果により CKD に伴う循環器系疾患の発症を抑制するなど、生

活習慣病対策への応用も見据えながら、国民の健康の向上と医療費の適正化に向けて効率的

に推進している。 

 

(3)研究事業の有効性 

各研究事業の実施に当たっては、行政的なニーズ、医学的な重要性等を勘案して研究課題

の設定を行い、生活習慣病に関する各分野の専門家による事前評価を実施して採択を決定し

ている。また、中間評価及び事後評価を実施して研究継続の必要性を評価しており、客観的

かつ公平な事業実施が期待される。 

【循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業】 

 本事業の研究成果により、日本人における生活習慣病に関する種々の知見が得られ、健康

づくりのための各種指針の策定や、診療ガイドライン等の策定に活用されており、生活習慣

病予防のための正しい知識の普及や医療の質の向上などにより国民にその成果が還元され

ている。 
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【免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業】 

本研究事業においては、原因の解明から治療法開発に向けた様々な取り組みを進めている

が、例えばアレルギーの各疾患についての診療ガイドラインだけではなく、一般向けのガイ

ドライン作成も行うなど、国民への普及啓発に努めている。 

移植医療分野では、ドナー及びレシピエントの追跡調査を行う研究や海外での取り組みを

参考に、臓器提供希望者の意思を尊重できるシステムを医療機関へ導入する研究など、適切

な移植医療推進のための基盤整備に取り組んでいる。 

【難治性疾患克服研究事業】 

本研究事業においては、難治性疾患の克服に向け、予後や QOL の向上につながる研究を

推進しており、診断・治療法の開発を行うとともにホームページ等を通じて、その成果を医

療従事者、患者やその家族への普及も進めている。 

【腎疾患対策研究事業】 

本研究事業においては、CKD の病態解明・予防・早期発見・診断・治療・重症化防止等に

ついての研究を体系的に行うことで、より効果的・効率的な研究を推進するとともに、CKD

の診療においても、適切な医療を国民へ提供できるよう、診療システムの構築と検証の研究

にも取り組んでいく。 

 

(4)その他：特になし 

 

３．総合評価 
【循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業】 

循環器疾患等のがんを除いた生活習慣病は、我が国の死因の約 27%を占めており、平成 20

年度より施行された医療制度改革においては、生活習慣病の予防を重視した健康づくりとし

て、個人の特徴に応じた予防・治療を推進し、生活習慣病有病者・予備群を 25%減少するこ

ととしている。本事業においては、日本におけるデータに基づき、循環器疾患等の生活習慣

病について、その予防、診断、治療に関する施策や医療現場での活用が可能なエビデンスを

構築し、広く国民の健康づくりに係わる厚生労働施策の基盤となる成果を上げている。 

【免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業】 

これまでの研究成果により、免疫アレルギー疾患の患者の QOL を大きく改善する効果が

得られており、国民への還元にも寄与している。例えば、アレルギー性疾患の診療ガイドラ

インの作成と普及等により、最近 10 年間で喘息の死亡患者数が半減するなど、医療の質の

向上と国民の健康指標の向上にもつながっている。今後も予防法と根治的な治療法の確立に

向けた研究を推進し、一層の成果を上げることが期待される。 

移植医療においては、免疫学的な知見を活用し、移植片や宿主の免疫応答を改善すること

で移植成績の向上を目指すとともに、ドナー及びレシピエントの安全性確保と QOL 向上に資

する社会的基盤の構築に関する研究を引き続き実施し成果を上げることが期待される。 

【難治性疾患克服研究事業】 

難病は予後不良で極めて長期にわたり患者のみならず家族の生活を大きく損ない、QOL を

損失するものである。難治性疾患克服研究事業において、各疾患についての診断基準の確立、

治療指針の標準化、原因の究明、治療法の開発や疾患横断的な疫学・社会医学的研究等につ

いても取り組んでいる。研究の実施にあたっては、臨床への応用を重視するとともに標準的

な治療の普及を進めており、我が国の難病研究の中核として、今後もより一層臨床に応用で

きる成果を上げることが期待される。 

【腎疾患対策研究事業】 

「今後の腎疾患対策のあり方」報告書（腎疾患対策検討会 平成 20 年 3 月）では、CKD 診

療を効果的かつ効率的に行うため、診療システムの構築と検証、リスク因子の同定等を進め

るとともに、今後わが国での増加が予測される疾患の病態解明や治療法開発に関する研究な

どを推進するべきであるとされており、本研究事業は、その方向性に沿ったものである。平

成 19 年度から開始された戦略研究と連携し、より一層の成果を上げることが期待される。


